
      
 

   
 

   

 

自主的・自発的学習態度を確立しよう 

今年度から朝課外が廃止になりました。代わりに準備の時間が設定されましたが，学習の軌跡を記入

したりその日の予習などを行ったり，上手にこの時間を活用していますか。平日，休日の自宅での復習

が十分とはいえない場合は，より一層この準備の時間を有効に使ってほしいと思います。また，例年で

あればこの時期に実施されている１学期中間考査も廃止になりました。４月からの学習範囲や年度当初

の各行事の多さ，授業確保などを考慮し，実施しないことにしました。最初の定期考査は，６月下旬に

行われる期末考査になります。良い結果を出すためにわからない内容をそのままにしないこと，そして

早めの考査対策が必要となります。朝課外と１学期中間考査廃止は，みなさんの自主的・自発的学習態

度，自己管理能力を育むのが大きな目的です。武台の改革がよりよい教育効果を生むことを期待します。 

 

「総合型選抜，学校推薦型選抜とは？」 

～『＋ α
アルファ

』 を評価してもらえるチャンス！ 

皆さんは，共通テストや国公立大学個別試験を乗り越えるための学力をつけられるよう，日々の

授業や学習に取り組んでいかなければなりません。「大学全入時代」と言われることもありますが，

武台生の大半が目指す国公立大学においては相変わらず倍率は高いと言わざるを得ません。 

大学入試には，「一発勝負」である一般選抜とは別に，「総合型選抜」と「学校推薦型選抜」があ

ります。受験資格・条件は各大学によって異なりますが，大まかに言えば，「学力＋α」を評価し

てもらえる受験です。国公立大学の「総合型選抜」と「学校推薦型選抜」，二つの入試システムつ

いて簡単に示します。 

 総合型選抜 学校推薦型選抜 

評価内容 
各大学の「アドミッション・ポリシー（求め

る学生像）」に適しているか。特色があるか。 

学習状況や課外活動など日頃の努力と学

力を総合的に評価する。 

求められ

るもの 

学力だけでなく，「その大学で学びたい」と

いう受験生の意欲や熱意。高校での実績。 

評定平均値に基準があることが多い。 
（＝学力が要求される） 

学校長の推薦 原則不要。 必要。（校内の推薦委員会で審議） 

選抜方法 

志望理由書・調査書・活動報告書・小論文・

面接が多いが大学によって様々である。 

書類審査（推薦書・志望理由書・調査書・

活動報告書）・小論文・面接・口頭試問が

主体。 

出願時期 

９月～１０月でかなり早く，試験実施日が異

なる。国公立大学では共通テストを課す大学

が多い。 

１１月～。共通テストを課す場合があり，

その場合，個別試験は２月に実施される。 

その他 
総合型選抜に不合格のとき，場合によっては

学校推薦型選抜に挑戦することもできる。 

国公立大学の学校推薦型選抜は一回しか

受験できない。 

※総合型選抜，学校推薦型選抜の内容は，国公立大学か私立大学かによっても異なってきます。 

「評定平均値？」「＋αって？」 ～早いうちから知っておきたい入試の知識 

〔評定平均値とは？〕 
 「評定」とは，定期考査の結果や授業態度，課題の提出状況などをもとに総合的に評価したもの

で，通知表に載っている「５・４・３・２・１」のことです。 
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１年次から３年次のすべての科目の評定の合計数をすべての科目数で割って，小数点以下第２位

を四捨五入して求めた数値が３年間の「評定平均値」となります。３年生の場合は１学期末に出さ

れる仮評定が使用され，出願時に提出する「調査書」に記載されます。この調査書は一般選抜を含

む，すべての受験で必要な書類です。 
また，評定平均値は左記のように A～E の５段階で成績概評      

として示されます。総合型選抜や学校推薦型選抜の出願条件として，

成績概評 A 以上を求める大学も少なくありません。学校長が特に優

れていると認めた場合は○Ａ をつけることができますが，その○Ａ を条

件とする大学もあります。 
 評定は前述の通り，定期考査の結果や授業・課題の取り組み状況 
がもとになります。言わば「毎日の積み重ね」の証です。気を抜い

てもよいテスト，適当にやってもよい課題なんて一つもないんだということを心に留めて，毎日の

学習に励み，１回１回の考査を大事にしましょう。まずは，新年度スタートの中間考査に全力を尽

くしましょう。 
 
〔「＋α」って何だろう？〕 
 総合型選抜や学校推薦型選抜では，受験生の学力だけでなく，それ以外の部分（＋α）を評価し，

合否の判断材料としています。その時に重視されるのが先にも述べた「調査書」です。調査書には，

その生徒がどういう学校生活を送ってきたかが分かるよう，成績以外にも出欠状況，特別活動の記

録などが細かく記載されます。部活動や生徒会活動，検定の取得など，様々なことに取り組めば取

り組むほど，記載内容は増えることになります。逆に，特に何も取り組んでいなければ，調査書に

何も書き込めず，空欄のままとなります。総合型選抜や学校推薦型選抜では，調査書の内容をその

まま点数化したり，面接時の参考資料としたりするので，調査書の記載が豊富な受験生ほど有利に

なるというわけです。また，今年度の入試から一般選抜でも活動報告書を提出させ，点数化し，合

否判定に活用する大学が増えることが予想されます。 
学力以外として，以下のようなことが挙げられます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 調査書は，後からの書き換えなどはできません。低学年のうちから充実した高校生活を送ること

が，そのまま調査書の充実に繋がるのです。レポート・感想文・賞状・証明書などはポートフォリ

オ用のクリアファイルを利用したり，手帳を積極的に利用して，活動を記録しておくことも調査

書・活動報告書を充実させるためには大事なことです。 
  
 
 
 
 

A ５.０ ～ ４.３ 
B ４.２ ～ ３.５ 
C ３.４ ～ ２.７ 
D ２.６ ～ １.９ 
E １.８ ～ 

・部活動での実績 
・生徒会活動（執行委員，専門委員会など） 
・校外のコンクール・コンテスト等の入賞実績 
・継続的なボランティア活動，自発的なボランティア活動 
・総合的な学習（探究）の時間などで取り組んだ課題研究やそのレポート 
・高校時代に取得した検定・資格（英検や漢検，全商検定など） 
・インターンシップや国際交流などの諸活動     ・・・ 


